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主  題 : 復活によって示された神の栄光 

聖書箇所 : ヨハネの福音書 １１章３８－４４節 

 

この朝も、続けて一緒に見ていきたいのはヨハネ１１章です。きょうは特に１１：３８－４６を中心に

みことばの教えに耳を傾けてみたいと思います。これまで少しずつヨハネ１１章を読み進めてきました。

きょうの箇所は、まさにそのクライマックス、七つ目のしるしとなる“ラザロの復活”が起こる場面です。

最初に言っておきます。この場面は、イエス様がなされた数ある奇蹟の中でも、最も印象的で、最も大き

なしるしの一つが描かれていますが、単に「死人が生き返った」という驚くべき奇蹟を伝えるために記さ

れたものではありません。この出来事は、最初から最後まで“よみがえったラザロ”に焦点が当たるので

はなく、“よみがえらせたイエス様がどのようなお方なのか”を、私たちにはっきりと教えてくれます。

だからこそ、そのような主の姿にしっかりと目を留めていきましょう。 

今回の場面に入る前に、もう一度、ここに至る流れを振り返ってみましょう。事の始まりは、イエス様

が深く愛しておられたベタニヤの家族、マルタ、マリヤ、そして兄弟ラザロの身に起こった悲劇でした。

ラザロが重い病気にかかり、死にかけていたわけです。姉妹たちは、イエス様に「あなたの愛しておられる

者が病気です。」（１１：３）と切実なＳＯＳを送りました。自分たちを愛してくれている主なら、助けに

駆けつけてくださるという信頼と期待がありました。しかし、この知らせを聞いたイエス様の反応はど

うでしたか。その反応は、私たち人間の常識をはるかに超えたものでした。イエス様は「この病気は死で

終わるだけのものではなく、神の栄光のためのものです。」（１１：４）と言い、あえてその場所に２日間とど

まられていました。この遅れは、友の苦しみに無関心だったからではありません。イエス様は、彼らを愛

していたからこそ、彼らに何よりも必要で、何よりも喜びをもたらす神の栄光を見せるために、あえてタ

イミングを遅らせたわけです。こうしてイエス様がベタニヤに到着した時、ラザロは墓に葬られてから、

すでに４日が経っていました。当時のユダヤ人の考えでは、人が死んだ後、そのたましいは３日間はから

だのまわりにとどまり、４日目に肉体の腐敗が始まると、そのからだから完全に離れ去ってしまうと信

じられていました。つまり、イエス様がやって来た「４日目」という数字は偶然ではありません。これは、

人間の医学や努力、あるいは奇蹟の可能性ですら、いっさい残されていない絶対的な絶望を意味する数

字だったわけです。４日目にイエス様がその場に着いた時、そこに満ちていたのは、人には決して抗うこ

とのできない「死」という現実に対する深い悲しみ、激しい痛みでした。そのような絶望の中にいる者た

ちに、イエス様は慰めと希望を与えようとされます。 

まず、イエス様が会話をしたのはマルタでした。マルタは、イエス様に出会った瞬間、真っ先に「主よ。

もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」（１１：２１）と口にしていました。

これは、遅れてきたイエス様への怒りや不満ではありません。彼女はただ、目の前で起こっている現状を

嘆いていました。愛する主への信頼を失わず、兄弟の死という受け入れがたい痛みを、主に正直に打ち明

けていたわけです。そんな悲しみの中にいるマルタをイエス様はあわれみ、一つの希望を彼女に与えら

れました。その希望とは、ほかのだれでもない、よみがえりでありいのちであるイエス様ご自身でした。

もう一度２５－２６節を見てください。イエス様は大胆に、「:25 イエスは言われた。「わたしは、よみが

えりです。いのちです。わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。:26 また、生きていてわたしを信じる者は、

決して死ぬことがありません。このことを信じますか。」」と宣言されていました。マルタは目の前にある死

に打ちひしがれ、絶望を覚えていました。そんな彼女に主は、「わたしを見なさい。わたしは信じる者に

いのちを与えられる、よみがえりであり、いのちそのものなのだ」と教えられたわけです。 

次に、イエス様が慰めを示されたのはマリヤでした。マルタに続いてやって来た彼女も、イエス様の足



元にひれ伏して、姉と同じことばを口にして激しく泣き崩れていました。また、彼女と一緒についてきた

ユダヤ人たちも大声で泣きわめいていました。そんな悲惨な様子をご覧になったイエス様は、全身が震

えるほどの憤りを覚え、心を激しく乱されていました。いったい何に対する憤りだったのでしょう。それ

は、罪とその罪の結果がもたらす「死」に対するものでした。「死」という憎むべきものが、愛する者た

ちの上にもたらした絶望や悲しみ、苦しみを見て、主は激しい怒りを燃やされていたわけです。そして、

その結果、イエス様は涙を流されていました。感謝なことに、私たちの主は、遠く離れた感情の全くない

冷たいロボットではありません。このお方は、この後ラザロを生き返らせるという未来を知っていまし

た。ご自分にある力も知っていました。それでいてなお、罪を憎み、愛する者の痛みを理解し、涙を流し

てくださる、あわれみ深い主だったわけです。これが前回までに学んできたことでした。 

〇復活によって示された神の栄光： 

１１章は涙で終わる話ではありません。もしイエス様が、ただ涙を流して終わっていたなら、人の絶望

は何一つ根本から変わりませんでした。ラザロは冷たい墓に残されたまま、死の支配は変わらずに、人々

の心に深い落胆や失意をもたらし続けたでしょう。しかし、私たちの主は、そこで立ち止まる方ではあり

ませんでした。涙を流した後、人の目には完全に手遅れに見える墓の前へと足を踏み出されます。そし

て、これまでご自分が語ってきたことを、今度はことばでなく、力ある行動によって示されるわけです。

人には泣くことしかできない暗やみの中で、よみがえりであるイエス様は、いったいどのようにして神

の栄光を現されるのでしょう。その偉大な姿を、きょうはみことばから大きく二つの場面に分けて、一緒

に考えてみましょう。 

ヨハネ １１:３８－４６ 

「:38 そこでイエスは、またも心のうちに憤りを覚えながら、墓に来られた。墓はほら穴であって、石がそこ 

に立てかけてあった。:39 イエスは言われた。「その石を取りのけなさい。」死んだ人の姉妹マルタは言っ 

た。「主よ。もう臭くなっておりましょう。四日になりますから。」:40 イエスは彼女に言われた。「もし 

あなたが信じるなら、あなたは神の栄光を見る、とわたしは言ったではありませんか。」:41 そこで、彼ら 

は石を取りのけた。イエスは目を上げて、言われた。「父よ。わたしの願いを聞いてくださったことを感謝 

いたします。:42 わたしは、あなたがいつもわたしの願いを聞いてくださることを知っておりました。しか 

しわたしは、回りにいる群衆のために、この人々が、あなたがわたしをお遣わしになったことを信じるよう 

になるために、こう申したのです。」:43 そして、イエスはそう言われると、大声で叫ばれた。「ラザロよ。 

出て来なさい。」:44 すると、死んでいた人が、手と足を長い布で巻かれたままで出て来た。彼の顔は布切 

れで包まれていた。イエスは彼らに言われた。「ほどいてやって、帰らせなさい。:45 そこで、マリヤのと 

ころに来ていて、イエスがなさったことを見た多くのユダヤ人が、イエスを信じた。:46 しかし、そのうち 

の幾人かは、パリサイ人たちのところへ行って、イエスのなさったことを告げた。」 

１．不可能の前に立つイエス様 ３８－４０節 

 では最初の内容から考えてみましょう。一つ目に見て取れる場面は、不可能の前に立つイエス様です。

イエス様が来られたのは、人の目には到底何もできない絶望に満ちた墓でした。３８－３９節にこのよ

うに書かれていました。「:38 そこでイエスは、またも心のうちに憤りを覚えながら、墓に来られた。墓はほら 

穴であって、石がそこに立てかけてあった。:39 イエスは言われた。「その石を取りのけなさい。」死んだ人の姉妹

マルタは言った。「主よ。もう臭くなっておりましょう。四日になりますから。」」と。さて、この場面を思い描

いてみてください。罪と死への憤りを覚えながらイエス様がやって来たのは、ラザロが入れられた墓で

した。その墓のまわりには、姉妹マルタとマリヤも集まっていました。また、マリヤについてきた大ぜい

のユダヤ人たちもいました。墓の入り口は、野生動物や盗人が入らないように、また中の臭いが外に出て

こないようにと、大きな石で塞がれていました。彼らはその光景を目にしながら、涙を流し、墓の前で無

力に佇んでいたわけです。この時の彼らのうちには、イエス様がラザロをよみがえらせるなどという考



えは、いっさいありませんでした。彼らにとって目の前の光景は、その可能性は完全に取り除かれるぐら

い、ラザロはもうすでに死に過ぎていました。死を前にした絶望感がこの場の人々の心を支配していま

した。だからこそ、イエス様が「その（墓の）石を取りのけなさい。」と命じられた時、マルタはどのよう

に応答しましたか。ついに、愛する主が偉大なみわざをなしてくださると喜ぶのではなく、真っ先に反対

していました。マルタは「主よ。もう臭くなっておりましょう。四日になりますから。」と言っていました。 

▶「臭くなっている」 

ここで使われている 「臭くなっている」ということばは「ひどい悪臭を放つ」とか「腐っている」と訳

することもできます。この時マルタは、イエス様を信じていなかったわけではありません。しかし彼女の

心は、一時的にイエス様ではなく、目の前にある「死後４日」という現実に支配されていました。彼女は、

墓に入れられて時が経っている兄弟のからだが腐り始めていることに気づいていました。すさまじいほ

どの悪臭が墓の中に満ちていることをわかっていました。ちなみに、死臭がどのような臭いなのか調べ

てみると、ある記事にこのような説明が載っていました。 「死臭は日常生活ではまず嗅ぐことのない臭い

ですが、特殊清掃の専門家によると以下のような食品の腐敗臭に近いとされています。くさやが腐った

ような臭い、生ゴミを長期間放置した際の腐敗臭、腐った肉や魚から漂う強烈な生臭さ。人によって感じ

方は異なりますが、共通しているのは『一度嗅ぐと忘れられないほど強烈で、吐き気を催すレベルの異

臭』であるという点です。」と。マルタは、愛する自分の兄弟からそれほどの異臭が漂っていることもわ

かっていました。そんな悪臭を漂わせる自分の兄弟には、もうだれにも何もできないと思い込んでいま

した。 「主はよみがえりであり、いのちであると信じます。」と告白した彼女も、その “よみがえりである

方の力”ではなく、目の前の“不可能さ”に目を奪われていたわけです。 「どうして石を取りのけるので

すか？なぜ愛する者の悪臭を、わざわざ私たちに嗅がせるのですか？主よ、何をお考えですか……？」

と。マルタの信仰は失われていたわけではなく、ただ揺れ動いていました。 

不可能を前にして揺れ動くマルタの姿を見る時、私たちのうちにも同じ姿が見られませんか？考えて

みてください。私たちも、主の偉大さやあわれみを、みことばを通して学び続けています。主の恵み深さ

を、実際にさまざまなところで体験しています。主が、日々の生活の中で起こる大きなことも小さなこと

も、あらゆることを支配されている主権者だと知ってはいます。主が、私たちの道をまっすぐにし、すべ

てのことを働かせて益としてくださる最高の導き手だと知っています。主が、いつもともにいてくださ

るあわれみの大祭司であるとも知っています。しかし、自分の手に負えない、不可能に思える困難が降り

かかればどうでしょう。私たちはまるで、主のほうが変わってしまったかのようにふるまうことがあり

ます。私たちの主は変わらないお方です。しかし、私たちは、みことばの描く主の姿に信頼するのではな

く、自分の考えや状況に主を当てはめようとすることがあります。残念ながら私たちも同じです。何度、

主のあわれみや力に触れていようと、私たちの生まれ持った性質は、主を信頼しないことにすぐに傾い

てしまうわけです。マルタが特別だったのではありません。私たちも同じ弱さを持っています。主ではな

く、状況によって心が騒ぐことがたくさんあります。不可能に思えるような時に、信仰が揺らぐことがあ

るのです。では、そのような時には何が大切なのでしょう。不可能を前に信仰が揺らぐマルタに対して、

イエス様は励ましを与えられました。 

▶「わたしは言ったではありませんか」 

みことばの続きを見てください。反対する彼女にイエス様はこのように答えられていました。４０節

に「イエスは彼女に言われた。「もしあなたが信じるなら、あなたは神の栄光を見る、とわたしは言ったではあり

ませんか。」」と。イエス様はマルタに 「わたしは言ったではありませんか。」と前に伝えたことばを思い起こ

させようとしていました。読んで気づかれたかと思いますが、そのことばは、私たちの聖書には記録され

ていません。それゆえに、ある人たちは、これは以前に４節で 「この病気は死で終わるだけのものではなく、

神の栄光のためのものです。神の子がそれによって栄光を受けるためです。」と、イエス様が使いを通して姉妹



に伝えた約束をまとめたものではないかと考えています。また、ある人たちは、これはイエス様が２５－

２６節で「:25 わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。:26 ま

た、生きていてわたしを信じる者は、決して死ぬことがありません。このことを信じますか。」と、マルタに直接

教えた真理をまとめたものではないかと考えています。また、ある人たちは、このことばはマルタに語ら

れたけれども、著者ヨハネが書き記さなかったのではないかと考えています。いくつかの考え方が確か

にありますが、その答えがどれであれ、イエス様がここでマルタに教えようとされたことは明白でした。

それは、主を信じて、主に信頼するなら、神の栄光を見ることになるということです。この順番はとても

大切です。神の栄光を見てから信じるのではありません。主を信じ、信頼するなら神の栄光を見ることに

なるのです。 

▶「神の栄光」 

  「神の栄光」とは何のことでしょう。それは、神様のご性質です。神様の力や知恵、愛や聖さ、偉大さ

や美しさです。モーセが 「どうか、あなたの栄光を私に見せてください」と願った時、神様はどのように

して栄光を示されたでしょう。出エジプト記３４：６－７を見ると、モーセを岩の裂け目に入れ、その前

を通り過ぎられ、宣言されていました。 「:6  主主 は彼の前を通り過ぎるとき、宣言された。「主主 、主主 は、

あわれみ深く、情け深い神、怒るのにおそく、恵みとまことに富み、:7 恵みを千代も保ち、咎とそむきと罪を赦す

者、罰すべき者は必ず罰して報いる者。父の咎は子に、子の子に、三代に、四代に。」」と。 「神の栄光」とは、神

様の偉大さ、ご性質、神ご自身がどのようなお方であり、どのような存在であるかを表すものでした。イ

エス様はマルタに向かって、「理解できなくても、わたしを信じなさい。そうすれば、あなたは自分のこ

ととして神の偉大さを見ることになります。」と言われたのです。神の力、神の愛、神のあわれみ、神の

恵み、神のすばらしさを見ることになるのだと。それを知ることになるのだと。暗やみの中にいたマルタ

に必要だったのは、ただ、すなおに主を信頼することであり、自分の目には不可能に思えることでも、全

能の主にへりくだって身をゆだねることでした。 

これは、今の私たちにも同じです。自分の手に負えない不可能に思える場面に出くわす時、その中にあ

って、私たちは主のあわれみや優しさ、知恵や偉大さを知ることができます。どのようにして、不可能に

思える状況の中で主の偉大さを知ることができるのでしょう。まず、その場面の中で、主を信じることに

よってです。みことばに描かれている主の姿に心を留め、その主に信頼し、身をゆだねることです。状況

が変わってから信頼するのではありません。状況が変わろうが変わらなかろうが、私たちにできること

があります。その状況を支配されている主を信じることです。そうすれば、私たち自身も、不可能な状況

の中でこそ大きく示される神の栄光を、神がいったいだれなのかを目の当たりにすることになるわけで

す。絶望の中でこそ、主の偉大さは私たちに明白に示されるのです。目の前の絶望に心を奪われていたマ

ルタに優しく真理を思い起こさせたイエス様は、ついに、愛するラザロを墓の中から生き返らせられま

す。 

２．神の栄光を示すイエス様 ４１－４４節 

 次に、二つ目の場面です。二つ目に見て取れる場面は、神の栄光を示すイエス様です。初めに約束され

ていたとおりに、事をなされます。ラザロの病気は、単に死で終わらず、神の栄光を現すことにつながり

ました。みことばはこのように続いています。４１－４３節に「:41 そこで、彼らは石を取りのけた。イエ

スは目を上げて、言われた。「父よ。わたしの願いを聞いてくださったことを感謝いたします。:42 わたしは、あな

たがいつもわたしの願いを聞いてくださることを知っておりました。しかしわたしは、回りにいる群衆のために、

この人々が、あなたがわたしをお遣わしになったことを信じるようになるために、こう申したのです。」:43 そし

て、イエスはそう言われると、大声で叫ばれた。「ラザロよ。出て来なさい。」」と。墓を塞いでいた大きな石が

取りのけられた後、イエス様はまず、父なる神様に祈りをささげていました。ラザロをよみがえらせてく

ださいというお願いの祈りではありません。イエス様は感謝の祈りを父にささげ、まわりにいる群衆の



ために祈っていました。イエス様が何よりも願っておられたのは、ご自分が父から遣わされた神の御子

であり、ご自分がなす、すべてのことは父から出たみわざなのだと人々が信じることをです。 

▶「叫ばれた」 

 イエス様は祈りをささげた後、だれの耳にも聞こえるほどの大声で叫ばれていました。 「ラザロよ。出て

来なさい。」と。これは、ちょっとした大きな声ではありません。ここに使われている 「叫ばれた」という

ことばには、 「力強く響く声で叫ぶ」や 「大きな声を発する」といった意味がもともと含まれていました。

ですから 「叫ばれた」というだけでも、大きな声だったというイメージは伝わりますが、それに加えても

う一つ、書かれていました。 

▶「大声」 

  「大声」と訳されていることばにも、「程度の強さが並外れていること」、「強烈な」や 「驚くほどに力強

い」という意味が含まれていました。そんな二つのことばが、横並びで用いられていたわけです。墓に向

かって叫ぶ主の声は、ことばでは言い尽くすことのできないほど、あまりにも強烈なものでした。イエス

様は、 「ラザロよ。出て来なさい。」と強く命じられていたということです。ただし、皆さん、これは、大声

で叫ばないと死人がよみがえることができなかったという話ではありません。墓で眠っていたラザロの

眠りがあまりにも深すぎて、起こすためには必死で叫ばないといけなかったという話でもありません。

イエス様がこれほどまでに大声で叫ばれた理由は、ラザロのためではなく、まわりにいた人々のためで

した。直前に祈りをささげられたように、主は、ご自分がだれなのか、ご自分のなさることが神の力によ

るものであることを、まわりにいたすべての人が信じるために、はっきりと示そうとされたわけです。 

その結果、どうなりましたか。イエス様の声を聞いたラザロは、その瞬間に墓から出て来ました。完全

に死んでいた者のうちに、いのちが与えられたわけです。その光景が、４４節に記されています。「する

と、死んでいた人が、手と足を長い布で巻かれたままで出て来た。彼の顔は布切れで包まれていた。イエスは彼ら

に言われた。「ほどいてやって、帰らせなさい。」」と。皆さん、この時の驚くべき状況を想像してみてくださ

い。墓の前には、涙を流す大ぜいの人が集まっていました。死者の復活があるなど、だれも期待すらして

いません。そのような人々の中に立って、暗い墓に向かって叫ばれたのは、ひとりの大工の息子でした。

盲人の目を開けたことを知っていた者たちでさえ、心の中で思ったことでしょう。いったい、何の意味が

あるのだろうかと。しかし、その瞬間、死んでいたラザロが出て来たわけです。彼らはみな、知っていま

した。ラザロが墓に入れられて４日が過ぎていたことを。よみがえる可能性など、万に一つもない腐敗し

た状態にあることを。しかし、そんな死んでいた人が、墓に入れられた時の状態のまま、外に出て来まし

た。人には決して抗えない 「死」が、いのちである主によって打ち負かされたわけです。いったい、どれ

ほどの力がこの方のうちにはあるのでしょう。ほかのだれに、このようなことができるでしょう。 

立ち止まってよく考えてください。イエス様がラザロを生き返らせるのに必要だったのは、ことばだ

けでした。墓の中に実際に足を踏み入れる必要も、彼に近寄ってからだに触れる必要もありません。死ん

でいた者をよみがえらせるのに必要だったのは「ラザロよ。出て来なさい。」と、ただその一言だけで十分

でした。まことの神である主イエス様のことばには、いのちを自由に与える力が備わっていたわけです。 

皆さん、この主は、この同じことばでもって、この世界を造られました。また、同じことばをもって、

この世界を今も保っています。へブル１：２－３に「:2 この終わりの時には、御子によって、私たちに語ら

れました。神は、御子を万物の相続者とし、また御子によって世界を造られました。:3 御子は神の栄光の輝き、ま

た神の本質の完全な現れであり、その力あるみことばによって万物を保っておられます。……」とあるように、

「光があれ。」 （創世１：３）ということばで光を造られた方は、そのことばで今も保たれ、「植物が芽生え

よ」、「生き物を生ぜよ」ということばで植物や動物を造られた方は、そのことばで植物や動物を今も保た

れています。すべてのものを保つのに必要なのは主のことばだけです。その偉大な主のことばにまさる

力など一つもありません。死やサタンでさえ、この方の前には文字どおり、何の力も持たない存在なので



す。そんなお方が、いつも私たちとともにおられる主であることを覚える時、それは私たちにとって大き

な喜びとなりませんか。 

アーサー・ピンクというひとりの牧師も、このようなことばを残していました。「主の御声が響き渡っ

た瞬間、恐怖の王（死）は即座に、その捕虜を解放し、貪欲な墓もその獲物を吐き出しました。虜にされ

ていた者たちは解放され、キリストは罪と死、そしてサタンに対する勝利者として立たれたのです。この

出来事によって、しもべの姿を取られたお方が、なおもご自身の御手に『死とよみの鍵』を握っておられ

ることが明らかにされました。……これほどの驚くべき奇跡を行われるお方は、まさに『万物の上にあ

り、とこしえにほめたたえられる神』（ローマ９：５）にほかなりません。全能の救い主を与えてくださ

った神に感謝します。このような御手に握られている主の羊が、どうして滅びることがあるでしょうか。」

と。次に、私たちが不可能だと思うような場面に出くわす時には、私たちを握ってくださっているのがだ

れなのかを思い出すことです。その方の力を思い出してください。父から遣わされた御子は、こうして神

の栄光を人々の前で明白に現されました。 

最初から約束されていたとおり、ラザロの病は、死で終わるものではありませんでした。イエス様は愛

のゆえに、あえて遅れて来た結果、その場に広がっていた「死後４日」という絶望感、その中で悲しみに

暮れる姉妹マルタとマリヤ、 「死」という不可能を前に、希望を見いだせずに泣きわめく人々、そのすべ

てに対して涙を流したイエス様は、神である自分の偉大さをはっきりと示されました。このお方は口だ

けではありません。ご自分が 「よみがえりであり、いのちである」と宣告されたとおり、実際にラザロを

死からよみがえらせることを通して、明らかにされたわけです。この主がいかに力を持っておられ、いか

にあわれみ深く、愛に富んだお方なのか、この主の輝かしい栄光を見ることこそ、この場にいた人たちに

とって、最も大きな喜びをもたらすことでした。それが、御子の示した最高の愛だったわけです。 

皆さんに質問があります。このような偉大な主を、あなたは愛しているでしょうか。人の理解をはるか

に超えた愛にあふれる主に従えることは、あなたにとって本当の楽しみとなっているでしょうか。この

方の栄光を見ること、この方の偉大さやご性質を知ることは、あなたにとって何よりの喜びになってい

るでしょうか。実は、この問いはこの場にいた人々にも突きつけられていました。彼らは、圧倒的なみわ

ざを目撃しました。しかし、その応答は全く異なるものでした。 

３．イエス様に対する応答 ４５－４６節 

 それが、最後の三つ目の内容です。三つ目に見て取れる場面は、イエス様に対する応答です。ただし、

ここには数多くの応答があるわけではありません。人がイエス様に対してとれる応答は、二つのうちの

どちらかだけでした。残りのみことばを見てください。４５－４６節に 「:45 そこで、マリヤのところに来

ていて、イエスがなさったことを見た多くのユダヤ人が、イエスを信じた。:46 しかし、そのうちの幾人かは、パ

リサイ人たちのところへ行って、イエスのなさったことを告げた。」と。読み取れたと思いますが、イエス様に

対する二つの応答、それは信じるか、信じないか。信仰か、拒絶かしかありません。中間地点などはあり

ません。ある人々は、イエス様がなしたみわざを見て、すなおに信じました。ラザロの復活を通して示さ

れたイエス様の偉大な姿を目の当たりにし、自分の救い主、主として信じ受け入れたわけです。しかし、

すべての人がそうだったのではありません。ある人々は、同じようにラザロの復活を見て、その事実をパ

リサイ人たちのところに伝えに行きました。４６節には、あまりにも簡潔に書かれていますが、この行為

を信じられますか？彼らは目の前で、死人がよみがえるという圧倒的な奇蹟を目にしました。間違いな

く、だれの目にもイエス様こそがまことの神、父から遣わされた御子キリストであると、明らかなみわざ

がなされました。しかし、この人々は、その事実を平気で拒んだわけです。いや、彼らはそれをただ拒ん

だばかりか、これは決して許されない問題として、イエス様の敵である指導者たちのもとに、みずから告

げに行ったわけです。彼らのうちにあったのは、あまりにも深いかたくなさ、敵意でした。 

著者ヨハネが、ずっと教え続けてくれていることは、そもそも真理を受け入れたくないと思う不信仰



の心は、たとえどれだけ真理が目の前で示されたとしても、それを見ることはできないということです。

ですから救いは神様の恵みでした。自分では気づけないのです。神様が働いてくださるしか方法はない

ということです。果たして、今の私たちはどのように応答するでしょう。主の偉大さや輝かしい栄光は、

今回のみことばを通しても、私たちに明らかにされ続けています。イエス様というお方は、死者をよみが

えらすことのできるいのちであり、よみがえりであるすばらしいお方でした。このようなことを見ても、

それでもこの方を拒み続けるのであれば、聖書はそんなあなたの状態を教えています。あなたは霊的に

死んでいるのだと。エペソ２：１－３に、 「:1 あなたがたは自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって、:2 

そのころは、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者として今も不従順の子らの中

に働いている霊に従って、歩んでいました。:3 私たちもみな、かつては不従順の子らの中にあって、自分の肉の

欲の中に生き、肉と心の望むままを行い、ほかの人たちと同じように、生まれながら御怒りを受けるべき子らでし

た。」と書かれています。神様に逆らって生きている歩みには、必ずふさわしい結果が伴います。あなた

に待っているのは、罪に対して燃え上がる神様の御怒り、永遠の滅びです。死んでいるあなたに、この状

況をどうにかする術は何もありません。死んでいるあなたに、自分の救いについて何かできることはあ

りません。私たちのうちには、何の助けや希望もありません。墓に入れられていたラザロと同じように、

自分のいのちに関してできることは何もありませんでした。死んでいる者には何もできないということ

です。しかし、そんな無力な彼さえ、死からよみがえらせることができたのがイエス様でした。同じイエ

ス様は、罪の中に死に、滅びへと向かっているあなたにも、いのちを与えることができます。よみがえり

であり、いのちである主だけが、あなたが最も必要とする罪の赦し、救いを与えることができます。だか

らこそ、きょうという日に、この方をかたくなに拒むのではなく、どうかすなおに信じてください。自分

の罪を認め、悔い改めて、イエス様を自分の救い主、主として信じ、この方を愛する者として生きてくだ

さい。この方のうちに、あなたにとっての本当の喜びや満足があります。 

 また、この方をすでに信じているという皆さん、きょうの箇所はどれほど大きな励ましであり、慰めで

しょう。私たちは罪に汚れたこの世に生きています。しかし、この世の何ものであれ、私たちの主の御手

を差し押さえることはできません。死でさえも、この方の前には白旗を揚げるだけです。この世界に死ん

でいる私たちにいのちを与えられた主は、痛みの中にいる私たちを慰めることができます。みことばに

従って生きる私たちの道を、ともにいて守り導くこともできます。罪に対して勝利する力も与えてくれ

ます。どれほど葛藤しようとも、私たちはこの主にあって勝利することができます。私たちは弱く、愚か

な者です。多くの過ちを犯し、この先も躓くことはたくさんあるでしょう。しかし、死人をよみがえらせ

ることのできる主は、恵みによって、そんな私たちを主の栄光のために用いることができます。私たちで

はなく、私たちのうちで働くお方が圧倒的な力を持っておられるからです。この方を見続けることです。

この方を見続けるのであれば、私たちにできることが一つあります。私たちは今、ヨハネ１１章を見てい

ますが、少し進んで１２：１７には、きょうの場面の後のことがこのように記されています。 「イエスがラ

ザロを墓から呼び出し、死人の中からよみがえらせたときにイエスといっしょにいた大ぜいの人々は、そのことの

あかしをした。」と。最後の 「あかしをした」ということばを、もう少し丁寧に訳すのであれば、 「そのこと

のあかしをし続けていた」ということです。ラザロの復活を通して主の栄光を見て、そのすばらしさを味

わった者にできる応答は、そのすばらしさを伝え続けることでした。主のすばらしさや主の力、主の知恵

や愛を知らない人たちに喜んで伝え続けていくことでした。皆さん、それは私たちにもできます。私たち

にも与えられている務めです。そのためには、いつも主を覚え続けることです。主の栄光を仰ぎ見て、主

に忠実に従い続けていくことです。不可能に思える時があれば、この方を信じることです。この主を愛

し、主の栄光を現す者として、今週もともに歩んで行きましょう。 

 


